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２－６ コンバインド発電導入（自家発電のコンバインド化）

（技術の概要）

コンバインドサイクル発電は、ガスタービンによる発電と、その排ガスの熱エネルギ

ーを蒸気タービン発電を複合して利用するシステムである。化石燃料のエネルギーを高

温域から低温域まで無駄なく利用することにより、単一サイクルでは到達し得ない高い

熱効率を得るものである。

図2-5 コンバインド発電の概念図

（エネルギー削減量の推計方法）

エネルギー削減量は、現在の汽力発電量をベースに将来の汽力発電増加動向及び、コ

ンバインド発電への代替率を考えることにより推計を行った。

（導入対象）

コンバインド発電が2000年以降、既存汽力発電に代替して導入されていくとした。導

入率の設定は、困難であるが、2005年で5％、2010年で10％と想定した。

現状の製造業汽力発電容量 想定経済指標

将来の製造業汽力発電容量

新規導入発電容量 導入率の設定
既存代替発電容量

ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞｻｲｸﾙ発電導入量見通し 既設汽力発電効率
ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞｻｲｸﾙ発電効率

エネルギー削減量

図2-6 コンバインド発電導入によるエネルギー削減量の算定
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表2-12 コンバインド発電導入によるエネルギー削減量


